























展示 1 『古活字版 伊曽保物語』上・下巻（寛永 16(1639)版） 
 
展示 2 （参考図書）The Fables of Æsop and Others, with Designs on Wood, by Thomas Bewick, 
(Newcastle: Printed by E. Walker, for T. Bewick; London: Longman, 1818) 
 
展示 3 仮名垣魯文 『安愚楽鍋、牛店雑談、一名奴論建』初編（東京・誠之堂、1871） 
 
展示 4 福澤諭吉、小幡篤次郎『學問のすゝめ』初編（[東京]・[福澤諭吉]、1872） 
 
展示 5 Dame Wiggins of Lee, and her Seven Wonderful Cats: A Humorous Tale Written Principally by a 
Lady of Ninety, ed. with additional verses by John Ruskin, and with new illustrations by Kate Greenaway 
(Orpington, Kent: Allen, 1885) 
 
展示 6 Beatrix Potter, The Tailor of Gloucester (London: Warne, 1903) 
 
展示 7 夏目漱石『虞美人艸』初版（東京・春陽堂、1908） 
 
展示 8 −−−、『硝子戸の中』初版（東京・岩波書店、1915） 
 
展示 9 −−−、『吾輩ハ猫デアル』縮刷 28 版（東京・大倉書店、1917） 
 
展示 10 −−−、『こころ』縮刷５版（東京・岩波書店、1917） 
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『古活字版	 伊曽保物語』	 上・下巻	 （寛永 16（1639）版） 
 
















































































































                                                   






































べてこの体裁）。6」と記載されていて、『学問のすゝめ』は明治 5 年から 9 年にかけて
17 編に分けて順次刊行され、同時期に刊行された『文明諭之概略』という書物の二冊
によって福澤諭吉の思想が誕生したことが分かった。 
                                                   
1 慶應義塾図書館『學問のすゝめ. 初編』慶應義塾図書館デジタルギャラリー
http://project.lib.keio.ac.jp/dg_kul/fukuzawa_title.php?id=42、2016 年 12 月 16 日アクセス 
2 小室正紀『近代日本と福澤諭吉』(東京・慶応義塾大学出版、2013）、p. 74 
3 脚注１、2017 年 1 月 10 日アクセス 
4 脚注 2 に同じ。 
5 脚注 2、p. 7 











4 年	 古正侑己 












    ただその大切なる目当は、この人情に基づきて先ず一身の行いを正し、厚く学に 
    志し博く事を知り、銘々の身分に相応すべきほどの知徳を備えて、政府はその政を  
    施すに易く諸民はその支配を受けて苦しみなきよう、互いにその所を得て共に全国 
    の太平を護らんとするの一事のみ，今余輩の勧むる学問も専らこの一事をもって 












Dame Wiggins of Lee, and her Seven Wonderful Cats: A Humorous Tale 
Principally by a Lady of Ninety, ed. with additional verses by John Ruskin, 
and with new illustrations by Kate Greenaway 
(Orpington, Kent: Allen, 1885) 
 






















    [ . . .] and I would not allow Miss Greenaway to subdue the grace of her first     
    sketches to the formality of the earlier works.2  
   （私は、グリーナウェイが彼女の最初のスケッチの優雅さを、この本の元々の 
    挿画のような堅苦しいものにしてしまうことを許さなかった）（訳：阿部美貴） 
 







                                                   
1 ‘Kate Greenaway (1846-1901)’ in The Victorian Web, 
<http://www.victorianweb.org/victorian/art/illustration/greenaway/index.html> [accessed 10 January 2017] 





The Tailor of Gloucester 初版と 2002 年版の比較 
Beatrix Potter, The Tailor of Gloucester (London: Warne, 1903) 
 
3 年	 赤坂京香 


















































                                                   
























数は 57 ページ。 

























	 The Tailor of Gloucester の初版本と 2002 年出版本を比較してみて、想像よりも 2 つの本に違いが少な
いことに驚いた。初版の出版は 1903 年であるため、2002 年版とは 100 年もの間が空いている。それほ
どの月日が流れれば出版社や読者も変化していくであろうし、当然本の内容も同じように変化していく
ものだと思い込んでいた。しかし今回の比較では本文はほぼ同じ、それ以外のページも 2002 年版に必






























た最初の仕事は、雑誌『ホトトギス』の第８巻第一号（10 月 10 日発行）「奈良みやげ」と題
した挿絵であった。この依頼は元々、兄の貢にあったものだが、貢は五葉を推薦した。五葉
と漱石の二人を会わせたのは貢であった。 
	 本書は、岩切『橋口五葉の装釘本』によると、明治 41 年に初版が出版されてから、検印部
数は、漱石の『鶉籠』の 12171 冊に次いで多い、8550 冊であった。 
 
表１	 『虞美人草』春陽堂発行分―検印部数1（初版の定価 1.50 銭） 
明治 40 年      3000 大正元年         850 
明治 41 年      2500 大正 2 年         500 
明治 42 年       500 大正 4 年         100 
明治 43 年       500 大正 5 年    縮刷 300 











                                                   

















（『美術新報』大正 2 年 3 月掲載）に次のように記している： 
 
    製本装幀の最も美術的なる物は、装幀家が材料に支配されずに、むしろ材料を善用 
    して其芸術的目的をよく表現した物にある、そーして個人的の強い表現も出来る故 
    に、装幀家は自分の趣味を表現する為めには製本の形、綴じ方、表背裏との関係や、 
    文学と画或は模様の関係、それから材料即ち皮とかクロース紙等を使用する事や、 
    製版印刷の関係等を注意して善用しなければならぬ、そーして芸術的の仕事は出来 
    るのである故に、製本装幀と云う事は小さな事の様でも、装飾的の形式に依って自 
    己の芸術を表現する事が、自分に最も便利な表現法だと経験している、作家には注 


































































































































福澤諭吉『吾輩ハ猫デアル』縮刷 28 版 
（東京・大倉書店、1917） 
 




	 明治 38 年から 40 年に出版された上中下編は、表紙にもカバーにも猫が描かれていま
す。それらの装丁は、夏目漱石の熊本での教え子、橋口貢の弟、橋口五葉が担当しまし
た。挿画の猫は、上編が中村不折、中編と下編は浅井忠が描いています。 
	 明治 38 年の上編は、カバーには、木版画で、猫の体が人体のようで顔は猫という姿
が登場しています。猫の周りには小さな魚が泳ぎ、下の方には小人が歩き、猫は魚を１
尾持っています。 
	 明治 39 年の木版の中編は、濃い灰色の地色で、アネモネの大輪が 1 つ､明るいグレー
色で浮き上がって華やかに見えます。猫は描かれていないものの裏表紙は魚でした。 













夏目漱石『こころ』縮刷 5 版（東京・岩波書店、1917） 
 
3 年	 笹口瑶季 















































2 栃尾武『漱石と石鼓文』（東京・渡辺出版、2007）p. 9 
そして、遊び紙の英文の朱印は『文豪の装丁』











































                                                   
3 加納喜光『漢字の成り立ち辞典』（東京・東京堂、1998）p. 100 
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